
４．盛土量の推定 

（１）経緯 

  2005 頃     写真等から改変行為は行われていないであろうことを 

確認（未確定） 

  2006. 9     Ａ社が土地を取得（確定） 

2007. 3. 9   Ａ社が静岡県土採取等規制条例に基づく届出書を熱海 

市に提出 （面積 0.9446ha、盛土量 36,276 ㎥）（確定） 

Ａ社が工事の実施。土地改変面積の変更（林地開発許可 

違反）等あり（確定） 

2009. 3.19   Ａ社が土砂の搬入を開始（未確定） 

      2009. 6.27 国土交通省航空レーザ測量 

  2009.12.10   Ａ社が計画の届け出を提出 

（面積 0.9696ha、盛土量 36,641 ㎥、 

工期限 2010. 4. 8、工法：ロックフィルタ土堰堤） 

(標高 365ｍから 380ｍまで３段で盛土）（確定） 

  2010. 3.23   Ａ社第２回変更届の提出（確定） 

2010. 8     土採取条例に基づく造成工事が搬入完了(土砂搬入は 

2010. 6.30 完了)（未確定） 

2010. 8     盛土の中に産業廃棄物が混じっていることから、県、 

       市で指導や土砂搬入の中止を要請（確定） 

2010.11 

2011. 2     土地所有者変更（Ａ社→Ｃ社）（確定） 

    2019.12.11 静岡県航空レーザー測量 

 2009.6.27 から 2019.12.11 までの土量変化 

54,000 ㎥（ほぼ確定情報） 

2021.7.3 発災 

      2021. 7. 6 (株)東日、(株)ウインディネットワークによる 

ＵＡＶレーザ測量 

            2019.12.11 から 2021.7.6 までの逢初川源流部 

付近の土量変化 55,500 ㎥（ほぼ確定情報） 

～ 

～ 
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（２）盛土量の推定（未確定） 

  ①Ａ社の届出は 36,641 ㎥ 

 

  ②実際の盛土量は、 

   崩壊土量の内、盛土分（崩壊土量－地山分）＋すべり残り分＝総盛土量 

   54,000 ㎥（ 55,500 ㎥(確定)－1,500 ㎥? )＋ 20,000 ㎥ ＝ 74,000 ㎥ 

 

 

総盛土量 74,000 ㎥は大胆な仮定に基づく推定値 

 

  ③Ｃ者より盛土 

   2011 年２月の土地所有者変更後も、周辺において切土・盛土が行われ

ていた。（推定） 

   許可、届出等の手続きが行われていたか否かについては現時点では不

明。 
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5-5「静岡県林地開発許可審査基準及び一般的事項」における盛土の基準 

（注：今回の盛土はこの許可の対象外。適切な工法とは何かを考えるため

の情報として。） 

 

１．盛土の設計基準における考慮事項 

（１）排水施設 

盛土に雨水が浸透しないように、表面水や、地下水を排出する。 

（２）小段 

表面水の速度を落すとともに、1箇所への集中を防ぐため、小段を

設ける。 

（３）高さ 

盛土を高くしない。 

（４）転圧 

盛土の雨水が浸透、不同沈下が生じないよう、十分に締め固める。 

（５）勾配 

盛土の勾配を急にしない。 

（６）地盤 

盛土をする地盤が悪い場合は、盛土の滑りや、沈下が生じないよう、

段切り等を行う。 

 

２ 林地開発許可審査基準の主な内容 

（１）排水施設及び小段 ⇒ 資料１ 

【表面水対策】盛土には、原則として高さ５メートル毎に 1ｍ以上の幅

の小段を設置し、その小段に必要に応じて排水施設を設置する。 

【地下水対策】盛土により渓流を埋め立てる場合は、必ず、地下水を排

出する暗渠工を設置する。 
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